
決算書掲載頁　243

内
訳

市内の文化財を活用した事業を実施することにより、市民のふるさとに対する関心と愛着を育み、文化財保護の重要性
を啓発する。

今後、市内の文化財を悉皆的に把握するとともに相互の関連を整理し、本市独自の魅力をＰＲできるようにする。

貢
献
度

今
後
の
方
向
性

歴史文化遺産を保存・活用する市民文化
元気創造都市

施
策
の
大
綱

生涯学習部ふるさと交流課

事業： 歴史遺産活用事業 1191

07

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第3章

目

的

総
合
評
価

妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

市の魅力発信に寄与しているため。

A

概ね計画どおり実施できたため。

A

A

B

目

標

滝畑ふるさと文化財の森センターの運営・展示・講演会等の実施、文化財特別公開の実施
ふるさと歴史学習館の運営・展示・講演会等の実施、河内長野市指定文化財旧三日市交番の活用
史跡烏帽子形城跡整備基本計画の策定、歴史文化基本構想の策定

事
業
費
・
財
源

事業費

一人あたり

世帯あたり

財
源
内
訳

総コスト

人件費

公債費 評
価
理
由

一般財源

国府支出金

地方債

その他特定財源

95,619

856

2,023

53,991

22,111

19,517

34,631

1,308

0

18,052

事業費 53,991

(決算額) (千円) (千円)

(円)

(円)

コ
ス
ト
情
報
・
評
価

所管課

平成24年に国史跡となった史跡烏帽子形城跡を適切に保存し、活用する。

事
業
費
・
財
源

細事業：史跡烏帽子形城跡整備事業 08事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
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向
性

職員数

再任用職員数

6

直営 平成24年度 文化財保護法第1１３条

市民及び市への来訪者

H26年度に実施設計、H27・28年度に整備工事を行う。

A A A

一般財源

4,212400

3,812

0

0.50

0.00

400

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

史跡烏帽子形城跡の保存管理計画書、整備基本計画書の策定を行う。
目

標

一人あたり

世帯あたり 89

38

事業費

参
考

400

(円)

(円)

(人)

(人)
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報
・
従
事
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0

0

国府支出金

地方債

0

0
0

0

0.00

0.00

0

400

400
3,812

0

0.50

0.00

400



事業：歴史遺産活用事業                      

歴史遺産・滝畑ふるさと文化財の森センター・ふるさと歴史学習館・旧三日市交番の活用、史跡烏帽子形城跡の

整備、歴史文化基本構想の策定、「文化財のまち」としての啓発を行った。 

 

細事業：史跡烏帽子形城跡整備事業                      

１．史跡烏帽子形城跡保存管理計画の策定 

平成 24 年に新たに国の史跡となった史跡烏帽子形城跡の保存管理について河内長野市文化財保護審議会専門委

員会（１０月・１２月）での審議を経て、国・府と協議を行いつつ、史跡烏帽子形城跡保存管理計画の策定を行っ

た。 

 

２．史跡烏帽子形城跡整備基本計画の策定 

史跡烏帽子形城跡の活用について、河内長野市文化財保護審議会専門委員会（１０月・１２月）での審議を経て、

国・府と協議を行いつつ、史跡烏帽子形城跡整備基本計画の策定を行った。 

 

史跡烏帽子形城跡整備概要 


